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『韓国悌教学s、EMINAR』
第3号新羅悌教研究会編

留学生の研究成果発表

編

集

権
威
者
た
ち
も
論
陣

田
村
・
九
大
名
誉
教
授
ら

日
本
で
仏教
を
研
究
し
て
い
る
名
普
教
授
・田
村
岡
澄
氏
（
九
州
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
人
た
ち
は
が
任
期
満
了
で
、
志
位
し
、
新
た
に

国
留
学
生
の
成
果
に
な
る
。
総
国

鎗
国
人
留
学
生
に
よ
り
組
紙
き
れ
歴
史
資
斜
館
長
）

「文武豆
と
仏
名
誉
会
員
と
な
D
、
そ
の
数
は
二
金
漠
益
頁
（
駒
沢
大
学
）
が
第
五

の
学
会
や
図
笛
館
、
臼本
の学
会

て
い
る
「再
開
羅
悌
教
研
究
会
」
教
」
、

駒
沢
大
学
教
授
・佐
原
遥

十
三
人
に
のぽる・

代
会
長
に
選
ば
れ
た
。

ゃ
大
学
な
ど
に
も
贈
っ
て
い
〈
a

（金漢益
H
法名
・釈
倍
震
H
会
玄
民
「高
麗
清
規
と
し
て
の
誠
初
昨
年
五
月
の
総
会
で
第
四
代
会
金
会
長
は
「
乙
の
論
集
を
続
け

財
政
的
に
苦
ししみな
が
ら
も
や
っ

長
）
か
ら
研
究
論
集
『
邸
国
仰
歓
心
学
人文」

、
張
愛
順
H
法
名
・
長
の
全
東
赫
H
法名
・宗釈
H
民
て
い
け
ば
、
仏
教
を
研
究
す
る
総

て
い
る
事
の
報
告
に
な
るし
、
お

学
S
E
M
I
N
A
R』
釜
－琴
が
戒
環
H
氏
（
傍
教
大
学
大
学
院
）
咽
国
司
羽
羽
品
調
潮
閣
制

世
話
に
な
っ
た
万
へ
の
御
恩
返
し

克

行

さ

れ

た

。

「

警

憲

判

品目
」、

属

国

国

民

大

同

に

も

な

る

」

と

話
っている。

同
研
究
会
は
一
九
八
五
年
十
二
学
部
師
・初
春
短
氏
「
珂
代
盗

第

そ
の
他
の
役
員
は
次
の各
員
。

則
副
会
長
H
総
京
株
（
法
名
・宗

M

湾
、
大
正
大
学
）
侵
展
開
市
法
名

川
・
浄
印
、

震
知
学
院
大
学
）

日
斡
事
H
陳
永
裕
（
法
名
・
本

自
覚
、
駒
沢
大
学
〉
夜
震
順
（
法名

激

・戒環
、
崩
開
放
大
学
〉
金
英
嬉

酌
（
法
名
・妙雲
、
大
正
大
学）

問
問
誌
の
奇
行
所
は
、
東
京
都
文

た
京
区
本
郷
五
ノ
二八
ノ
五
の
山
喜

拘

富

密

林

H
電話
O
三
（
八
一

問

一）
玄
三
六
一
日
、
定
価
二
千
五

：

百
円。

月
に
研
究
論
築
の
第
一
号
を
苑
俗
」、
雀
庚
満
H
法名
・浄
印
H

刊
。
以
来
、
毎
年
一
冊
の
ベ
l
ス
氏
「
侍
者
〉
Z
〉
Z
U〉」、

で
自
分
た
ち
の
研
究
成
果
を
苑
茨
ス
リ
ラ
ン
カ
・ケ
ラ
ニ
ア
大
学
携

し
、
仏教
学
の
権
威
者
に
も
詩
文
節
A
・
ス
マ
ナ
サ
1
ラ氏「
開
”で

執
筆
を
依
頼
し
て
紙
面
を
飾
っ
て
ロ
ロ
卵
白
コ
ι
開
n
oロ
0
5
－n

い

る

＠

］

U
E岡
町

E
M（業
と
経
済
発
展
）」。

第
三
号
の
内
容
は
‘
九
州
大
学
現
在
、
会
員
獄
は
十
八
人
。
留

後

ロu

今
号
を
出
版
す
る
に
当
つ
て
は
、

多
く
の
難
聞
が
あ
り
ま
し
た
が、

会
員
の
皆
様
の
御
協
力
と
編
集
委
員
の
惜
し
み
な
い
御
尽
力
に
よ

っ
て
、
出
版

の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
全
会
員
と
本
研
究
会
を
御
支
援
下
さ
る
方
々
と
共
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
中
村
元
博
士
、
西
村
公
朝
先
生
、
木
村
清
孝
博
士
、

金

知

見
博
士
に
は
玉
稿
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
私
と
も
に
御
多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず
早
急
に
貴
重
な
玉
稿
を
お
寄
せ
頂
き
本
号
を
飾
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
御
好
意
に
対
し
ま
し
て
私
共
全
会
員
は
甚
深
な
る
謝
意
を
表
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
中
村
元
東
方
学
院
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
お
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
、
私
共
は
一

層
カ
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
を
今
後
の
活
動
の
原
動
力
に
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
の
た
め
出
版
費
捻
出
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
既
述
の
御
芳
名
の
諸
先
生
方
よ
り
有
難
い
浄
財
の
御
支
援
を
賜
わ
り
ま
し
て
、

こ
こ

に
難
問
題
の
最
た
る
も
の
が
解
決
に
至

っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
か
か
る
難
問
題
と
非
常
に
面
倒
な
こ
と
が
山
積
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
心
よ
く
出
版
を
お
引
受
け
下
さ
り
、
惜
し
み
な
い
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
山
喜
房
傍
書
林
社
長
、
浅
地
康
平
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。最後
に
、

編
集
の
都
合
に
よ
り
ま
し
て
今
号
の
出
版
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
一
切
の
責
任

は
編
集
代
表
者
で
あ
る
棒
悟
震

（金
漢
益
〉
に
あ
る
こ
と
を
明
示
い
た
し
ま
す
。

会
長

四
梓
悟
震
（
漢
益）
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